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概要

現在、様々なStreαmingの研究されており、実際に利用されている。しかし、コンテンツの種類は多

くはないし、リレーは安定していない。その原因のーっとして、配信するためにする行程がとても難

しく敷居が高いことと、リレーするためには、 Firewa11のポートをあける必要があることが関係して

いると考えられる。本研究では、これらの問題を解決するために、 JXTAの特徴である、 PureP2Pのネッ

トワークの構築とNAT/Firewa11を簡単に通る仕組みとF1ashのGUIに対する柔軟なデザインと簡単なビ

デオや音声の取り込みといった特徴を利用して、新しくリレー形態やコンテンツを流しているPeerの

情報や内容などを知らせる方法についても述べる。

A User-oriented Steaming Relay Systetm千orPure PZP Networks 

Nobuhiro Nakamura t， Souichirou Takahama t， Leonard Barolli t t， Jianhua 

Ma t t t 

すGrαduateSchoo1 of Engineering， Fukuoka Institute 0子Techno1ogy

E-mai1: {mgrr喝5008，mgm05007}@Ws.ipc.fit.ac.jp 

すtFαcu1ty0子In千ormationEngineering， FukuokαInstitute of Techno1ogy 
E-mai1: baro11i@千it.αc.jp

Facu1ty of Computer and In千ormationSciences， Hosei University 
jiαnhuα@k.hosei.ac.jp 

Abstract 

Present1y， there is a 10t 0千 researchαboutvideo streaming αndαlso there are many 

app1icαtions. However， there are on1y千ewki nds of contents and the re 1αyo千dαtα1Snot steady. 

The reasons are as fo11側 s:the de1 ivery process of video streaming is di仔icu1t，the thresho1d 
is high， and the Firewa11 port shou1d be open. In this research， to dea1 with these problems， 
we propose a user-oriented streaming system for pure P2P networks. We wi 11 imp1ement the proposed 

system by using JXTA， a architecture to pass easily NAT/Fire附 11，and F1αsh千ordesigning and 

constructing a子1exibleGUI. We propose a new re1ay streαmtng system that can achieve a good 

de1ivery 0千videoand voice data. 
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1.はじめに

近年、インターネットの普及により、個人が持っ

ている情報を送受信したりといった利用が広まって

いる。さらに、家庭用のパソコンの性能も低価格で

ありながらも劇的に向上してきており、従来のテキ

ストや静止画像などのデータ容量の小さいコンテン

ツに加え、音声・動画画像などのより情報量の多い

コンテンツも増え、扱うデータ量は増えてきており‘

全てのファイルをダウンロードしてから視聴するの

ではなく、ファイルをダウンロードしながら視聴を

するストリーミングの配信が行われている。今現在、

ストリーミングの配信形態として、 cli.ent-Se問 er型

のシステムかHybri.d-P2P型のシステムに分類される。

Cli.ent/Se内 er型の繍教としては、サーバーの方のリ

ソースに余裕さえあれば、安定して配信カ信T能であ

る。 Hybri.d-P2P型[1-ηのアプリケーションのほとん

どは、オープンソースでコミュニティーによって作

成されており、音声や動画などのフォーマットは含

められておらず、また、リレーにより、ユーザ数が

限定されないといった特同教がある。

2現在のストリーミング配信システムの問題点

実際に、動作しているシステムとして、

Cli.ent/Se内 er型のアプリケ ションとしてDar肌 n

Stre聞 1ngServer， He 1 lX Uni versa 1 Se同 er，Wi.nd酬 S

Medi.a Se内，ceが上げられる。それと、Hybri.d-P2P型

のアプリケーションでは、 PeercastやE∞lStre聞 'n9

が上げられ、実際に利用されている。しかし現在利

用されている多くのシステムの多くは以下のような

課題があると考えられる。

( 1 ) cl i.entlServer型の場合、 Se内 er恒IJでー僅集中

が起こったり、Hybri.d-P2P型では、コンテンツとそ

れを配信しているPeerの位置情報を管理するために、

サーバで一括管理するHybri.d-P2P型を採用しており、

サーバが必ず必要となり、サパに障害が発生する

と機能停止やServer側のコストがかかる。

(2) P2Pでのストリーミング配信システムを利用し

ているユーザが少なく、コンテンツの数も少ない。

( 3) Hybri.d-P2P型の方li、ポートが聞いてなかっ

たり、ユーザーが消えた時に安定してリレーができ

なくなり切断が起きやすく、わざわざ、つなぎ直す

必要があったりする。

これらの原因として、(1 )においては、

Che附/Se同 er型では、 Server側のリソースに限界が

あり、 P2P型では、配信されている情報が分散される

と、ネットワーク全体で配信されているコンテンツ

が把握できなくなる。 (2)では、動画や音声を配信

するために行う行程がとても多く、配信できるもの

の多くはプラットホーム依存という点もあり、配信

を行うために導入の敷居が高い。 (3)においては、

ほとんどのコンビュータでファイアウオールを導入

しており、ポートを聞ける必要があるため、その設

定力酒倒であるということ。そして、リレー形態と

しては、Tree型[8-14]を採用して、図 1のように、

コンテンツを配信するP1のR∞tPeerから受信する

Peerへとぶら下がるようになる。そのため、コンテ

ンツを探す場合は、上流へ探しにいけばいいのだが、

親Peerが消えた時点でどのPeerと接続するかを決め

るため毎回探すといったことになるということが原

因によげられる。

図1.Tree型のリレー形態

Internet 

図2.提案システム
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このため、本研究では‘サーバーや煩わしい段定を

無くし、リレー形態を切断に備えた形態を考え、シ

ステム自体を様々なプラットフォームに対応させる

事を目的とし、アプローチとして、サーバーに代わ

る機能、直感的な操作、リレーを切り替える機能、

プラットフォーム非依存があげられる。

3 提案システム

そこで、提案システムでは、図2のようにユーザ

は、ウェブブラウザー上のFlashPlayerから操作を

する.

配信側では、配信するコンテンツの内容を記した

メタファイルを配ったり、ウェプカメラからビデオ、

マイクから音声を取り込んで他の送受信側へインタ

ーネット上のVirtualJXTA Net問 rkを通して渡す.

そして、送受信側では、受け取ったメタファイルか

らコンテンツを検索して再生したり、他のPeerから

リレーの要求があればリレーを行う。

以下に提案システムの詳細について説明をする.

リレー切断から即座に接続をするためにTree型で

はなくWeb型でリレーを行い、動画や音声を簡単に取

り込む事ができることと、柔軟なインターフェイス

を作成するために、Flashを用いる.

Pure-P2P型のネッ トワークの構築、ファイアウオー

ルやルータをキャンセルするネットワークの仮想化

のために、 J灯 Aというフレームワークを用いて様々

なプラットフォームで動作させるためにJAVAで構築

する。

4.ネットワークアーキテクチャ

Virt凶 1JXTA Net咽 rkとピアグループサービスか

らなる3灯 Aフレームワークをベースとしている.こ

のVirtualJ灯 ANet問 rkにl立、次の4つの特徴がある.

.パイプ

peer同士の通信の主要な手段であり、情報転送

用の片方向で非同期のコンジットを抽象化を行う

・ディスカパリー

ピアグループ、 peerが互いを発見したり、他のピ

アグループ、パイプ、サービス、およびリンクの存

在を発見したりするための手段

-リゾルパー

peerが互い同士、 peerグループ、パイプまたはサ
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ービスを、参照によって間銭的に多照することを可

能にする

-既存のネットワークプロトコルを仮想化

ピアがメッセージを他のどんなピアにでも図3の

様に様々なネットワークプロトコルでもXMLMessage 

を運ぶためのEndPoint Protocolとし、図4の様に

ドライバー化することによって、ファイアウオール、

NAT、IPを持たないネットワークでもメッセージを交

換する

JXTAI立、分散処理、ストレージ、エージェント、

コンテンツの配布などP2Pコンビューティングの幅

広い範囲をサポートすることができる一般的なフレ

ームワークでありJXTAのオープンソースウェブサイ

ト上では、現在、およそ120のJXTAベースのプロジェ

クトカ勾寺われている。

End 
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図3.End Point Protocol 

.....ドライパー化

図4 プロトコルのドライバー化



‘ーーーー配信経路

ー…-…一予備の経路

図5.Web型でのリレー

4.1.リレー形態

このシステムでのリレー形態としては、現在多く

用いられているTree型のリレー形態ではなく、図5

の型のWeb型をとるo Web型の特徴としては、上流も

下流も関係なしに、 JXTAのサービスによって複数の

Peerと接続する。コンテンツの検索は、接続してい

るPeerに検索依頼を頼むことになり、この接続方法

だと、複数接続することができ、リレーを安定させ

ることができると考えるのでWeb型のリレー形態を

用いる。リレー形態では、ストリーミングを流す経

路以外に予備の経路を用意しておく事で、リレーを

切断された時に、即座に予備の経路に切り替える。

4.2.メタファイJレ
メタファイルとは、コンテンツの在処を教える物

である。メタファイルの中身としては、配信Peerの

J灯1¥-10，コンテンツの要約，コンテンツの詳細を記

す，メタファイルの動向としては、クライアントサ

ーバ型やHybrid-P2P型のストリーミングシステムの

場合は、メタファイルを検索する場合、サーバが管

理している。しかし、今回実装するシステムでは、

Pure-P2P型をとるのでサーバは、存在しない。その

ため、サーバを必要としない検索方法が必要である。

その方法として、 2つほど考えられる。

-能動的に検索

検索を行うと、その検索キーワードを含むものが、

PeerからPeerへとそれぞれがもっている情報を検索

していき、結果がかえってくる。その検索結果から

選び出し、リクエストをしてリレーしてもらう。

-受動的に検索

Peerで検索するのではなく、接続した側のPeerは、

直接接続しているPeerから、持っているメタファイ

ルを集めて、その中から視聴したいと思うものを選

び出して、それから、 Peerヘリレーしてもらうよう

にリクエストを出す。

このシステムでは、実際にリレーしているものか

ら選び出す方法を取りたいため、受動的に検索する

方法をとる。

4.3.メタファイルの更新

このシステムでは、ある一定条件において、配信

されている、下記のような状態になったときにメタ

ファイルの更新を行う。

【1】新しくPeerが、ネットワークに参加してきた

とき、図6のように、 Virtuα1JXTA Ne旬町内

に参加してから、サービスによりPeerを探し、

Peerが見つかると図のP7のように、 P2，P4，P6

から全てのメタファイルを取得する。

【2]ネットワーク参加時から 1分のカウントダウ

ンをし、 oになると図7のP2のように、繋が

っているPl，P3，P4，P7ヘメタファイルをマル

チキャス卜する。このカウントダウンは、繰

り返して行う。 Peerが更新の要求を出すこと

によっても更新する。 Peerが意図的に更新し

た時も、【1】の条件と同じように、図6のP7

のように、 P2，P4，P6から新たに全てのメタフ

ァイルを取得する。

【3】Peerが更新の要求を出すことによっても更新

する。 Peerが意図的に更新した時も、【1】の

条件と同じように、図 8のP7のように、

P2，P4，P6から新たに全てのメタファイルを取

得する。

e
 e

 

ネットワークに

多加してさたpar

図6.新しくPeerが参加してきたとき
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図7.カウントダウンをしているPeer
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更新の要求を

出したPeer

図8.Peer からの更新の要求

5.おわりに

本稿では、Pure-PZPネットワークを用いたユーザ

指向型のストリーミングリレーシステムの提案を行

った.今回提案したシステムによって、 Pure-PZP型

のネットワーク上で、面倒だった設定などをせずに、

ストリーミング配信をするシステム。今後の課題と

しては、提案システムの設計、実装ならびに、パフ

ォーマンスや汎用性についての評価が上げられる。
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